
社会が大きく変わる中、こどもたちの学びも新しい形へーー
本市では、知識だけでなく思いやりや自信、未来を生き抜く非認知能力

（茨木っ子力）を育むことができるような教育を進めています。
学校や家庭、そして地域もひとつになり、こどもたちの成長を支えます。

問合先　学校教育推進課　☎072・620・1683

根っこから
学ぶ力を育てる

めざすのは、地面にしっかりと
立つ、強くたくましい木のような、
こどもたちの姿です。テストの点数
や知識といった目に見える成果（認
知能力）だけを求めるのではなく、
土台となる元気力を大切にし、強い
根（非認知能力）でしっかりと支え
るからこそ太い幹（思考系能力）が
育ち、結果として豊かな葉（確かな
学力）がつくと考えています。

思考系能力
認知能力と非認知能力をつな
ぐ思考力、判断力、表現力を総
合した能力

非認知能力
ゆめ力・自分力・つながり力・
学び力（※）といった未来を生
き抜く力（茨木っ子力）

◀具体的な取組内容は次のページから紹介します

元気力
体力・食育・運動習慣・健康の4つ
の要素で構成される健康・体力
を保持増進できる力

こどもたちの
“あした”を育てる場
～茨木市の学校教育～

特集1

元気力

未来を自分らしく生き抜く非認
知能力を育む「一人も見捨てへん
教育」を理念に掲げた新たな教育
プラン、「茨木っ子プラン ミつく
る」を策定し、多様な学びと支援
を推進しています。

プランの詳細はこちら▲

認知能力
ペーパーテストで測ることが
できる教科の学力

認知能力

思考系能力

非認知能力

（※）ゆめ力…未来に向かって努力できる力
自分力…自分と向き合い、自身を高める力
つながり力…他者を思いやり、つながる力
学び力…興味関心を広げ、意欲的に学ぶ力

2025.122025.12
広報いばらき広報いばらき 22



進むICT教育
1人1台の電子端末、電子黒板の導入も進み、

各生徒・児童の考えや視覚的な情報を瞬時

に共有できるようになりました。また、動

画撮影でダンスなど自身の動きを確認し

たり、オーディオ機能を活用して英語のス

ピーチを練習したり、個々の進度や目的に

合わせた多様な学習が期待できます。

こ
ど
も
た
ち
の
未
来
を

支
え
る

の

か
た
ち

授業KAIZEN
プロジェクト
今年度、市内の小・中学校のうち11校が参加

する授業改善チームが設置されました。

他校教員への授業公開やどのような授業を

行うかの計画を共有するなど、定期的に報

告会や協議の場を設け、こどもたちが学び

たくなる授業の実践に取り組んでいます。

学校図書館で活躍するメディアサポーター
各校に 1 人配置され、学校図書館の蔵書管理や運営をは
じめこどもたちが本に親しみ、学びを広げる環境づくり
に力を発揮しています。

「言語能力をはぐくむ」をテーマ
に実践を重ね、授業改善へつな
げています。
授業の公開や情報交換の場が刺
激となり、校種や教科を越えた
つながりも生まれています。

Interview 天王小学校教員 菅野

まなびサポーター
まなびサポーターは、学びや生活の中でのつまずきや不安

を感じるこどもに寄り添い、きめ細やかな支援を行ってお

り、市内には101人のサポーターがいます。

調べたことや自分の考え
を電子端末で共有します

大画面で図や動画を表示、
板書の保存も可能です

学年ごとに分かれ、
教員たちが他校の教員
の授業を見学します

全体報告会では、
グループに分かれ
て活発な議論が交
わされました

こどもたちの状況に応じて
授業サポートに入ります

こどもたちの要望に
合った本を探します
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キャリアパスポートの活用
就学前から中学卒業まで自分が体験したこと

を絵や文字で表現し、保護者や教員のコメン

トとともに1冊の本にして保管します。懇談で

使用するなど、折に触れて自分の成長を振り

返るツールとして活用しています。

こどもたちがのびのびできる学校環境へ

体育館へのエアコン設置
市内全小・中学校の体育館にエアコ

ンを設置し、季節を問わず快適に利

用できるように

なりました。

災害時の避難所

としても安全・

安心な環境が提

供できます。

中学校での
全員給食の開始
中学校給食センターを整

備し、今年の1月から全員

に無償提供しています。

献立は、主食・主菜・副菜・

汁物・牛乳を基本の組み合

わせとして、旬の食材や手作り感を大切に、行事食や郷土

料理、世界の料理を取り入れています。

安
心
し
て
過
ご
せ
る

幼保小中が
連携した教育
約11年を見通したカリキュラムを設定し、学力向上などさまざまな観点で

連携を進めています。また、私立保育所、幼稚園、こども園とも協力し、合同

研修を通して学びのつながりを深めています。

園所と小学校の取組
保育所・幼稚園・こども園・小学校が
連携し、遊びと学びのつながりを大切
にした取組を少しずつ始めています。
こどもたちの興味や体験をいかした学
びを広げています。

幼稚園と小学校の合同
課外活動の様子

\ 無償化！/
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ふれあいルーム
（茨木市不登校児童生徒支援室）

小・中学校への登校が難しいこどもたちの社会
的自立を支援するため、４つのコースを開設
し、それぞれのニーズに合った学びができるよ
う支援しています。

地
域
の
人
の

こどもたちの成長を全力で支えるまちへ
学校教育の充実とともに、地域や家庭と協力しながらこどもたちが安心して

学び育つことができる環境を、ハード面はもちろん、ソフト面でも整えています。
「一人も見捨てへん教育」の理念のもと、これからも確かな学びを支えるまち

をめざします。

COCOLO
サポーター
主に不登校支援を行うサポーター。教
員免許を持ち、専門の研修を受けた58
人が市内の小・中学校に配置されてい
ます。小学校では各校1人、中学校では
各校2人が週5日在校しています。

子どもの安全
見守り隊
登下校時に児童
を見守るボラン
ティア団体を小
学校区ごとに組
織しています。

放課後子ども教室
全ての小学生を対
象に、地域の校区実
行委員会協力のも
と、学校や校区内の
施設を利用して自
由 遊 び や 宿 題、ス
ポーツ・文化活動を
行っています。

通室コースでは平日の 10:00 ～ 15:00、
時間割に沿った活動を行います

あなたも見守り隊に！
平日の登下校時間のほか、決まった時間
に活動できない場合は、「ながら見守り
活動」での参加も可能です。ぜひご協力
ください。
問  学校教育推進課　☎072・620・1683

こどもたちと活動するボランティア
市内在住・在学の大学生の皆さんのご協
力をお待ちしています。こどもたちの成
長に関わりたい人など、ぜひご応募くだ
さい。
問  社会教育振興課　☎072・622・5180

「おはよう」「行ってきます」とこどもた
ちの元気な声が響きます

ボランティアスタッフがこど
もたちを見守ります

見守り隊募集！ スタッフ募集！

学校教育推進課
岡田

表面的には同じ課題を抱えているよう
に見えても、こどもたちの内面的な思
いはそれぞれです。寄り添う中で原因
を探り、一歩を踏み出す手助けができ
ればと思います。

Interview
天王小学校
COCOLO サポーター 原田

問  教育センター　☎072・626・4400
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